


























15個の遺伝子は ENCCsの一部の細胞集団に発現が認められた。その中でも Fhod3は神経系では ENS
に比較的限局して発現する興味深い発現パターンを示した。さらにFhod3は未分化なENCCsには発現
が微弱であったが、分化進行に伴い発現上昇し、特に腸管ニューロンで優位に高い発現が認められた。
【考察】ENCCsの一部の細胞集団に発現する遺伝子を 15個確認できたことから、本研究手法は発生過程
のENCCsにおいて発現レベルの低い遺伝子を同定可能な感度を備えた実験系であったと言える。また
同定した遺伝子群の中には GDNFシグナル伝達経路上で機能する遺伝子、シナプス可塑性に関わる遺
伝子、グリア細胞の分化に関わる遺伝子が含まれており、ENS発生に重要な関与が示唆される。Fhod3
は分化した腸管ニューロンで発現が認められたことから、ENS発生において神経分化に関与しているこ
とが考えられる。またこれまでの報告からFhod3はアクチンの重合を補助する役割が示唆されており、
腸管ニューロンにおいても Fhod3が軸策伸張に必須であるアクチンの重合を促していることが期待さ
れる。
